






TOP MESSAGE
代表メッセージ

法人や行政向けにも
多彩なソリューションを展開

サステナブルな未来を目指して
「つながる未来」を

地域のみなさまの
身近なくらしに欠かせない存在として

情報通信インフラを基盤とした
多様な取り組みで
豊かな生活環境の創造を目指します。

私たちは、「人と、街と、世界と、つながる。イッツコム」を掲げ、東急グループの一員
として、情報通信インフラを基盤に多彩なサービスを提供しています。
1987年に都市型ケーブルテレビとして開局して以来、デジタル放送、インターネット、
モバイル、ホームIoTなど、お客さまの声に耳を傾けながら時代の変化とともにサー
ビスを拡充させ、地域のみなさまの豊かな暮らしのお手伝いをしてきました。
渋谷から横浜方面に向かう東急線沿線を中心としたイッツコムのサービスエリアで
生活されている約148万世帯のうち100万世帯で、イッツコムを通じてテレビをご覧い
ただいており、５世帯に１世帯でイッツコムのインターネット接続サービスをご利用い
ただくなど、地域の人々の暮らしに欠かせない生活インフラとして活用いただいています。

法人向け事業も展開しており、企業の課題に応じたソリューションをワンストップで
提供しています。渋谷の「QFRONT」や「渋谷スクランブルスクエア」をはじめとする
大型サイネージの企画・運営のほか、光回線やWi-Fiなどの通信インフラからアプリ
ケーションの提供、コンテンツ制作・動画配信など多彩なソリューションを展開してい
ます。行政向けの領域では、地域BWAを活用した災害時の情報伝達支援や、自治体と
の共創によるSDGsへの取り組みなど、地域社会に貢献できるよう努めています。

持続可能な社会の実現に向けた取り組みの一環として、BCM(事業継続マネジメント）
を積極的に推進し、2016年に情報通信事業者として初めて、内閣府の「レジリエンス
認証」を取得しました。この知見を活かし、災害時の通信インフラの強化や安心・安全
を支えるソリューションの開発に取り組んでいます。さらに、多様な企業・自治体との
連携で、デジタルと地域の力を融合させた取り組みにも積極的に挑戦し、サステナブル
な未来を目指しています。
東急グループは「美しい時代へ」をスローガンに掲げ、人々が豊かさや幸せを感じら
れる生活環境をお届けすることに取り組んでいます。その一翼を担う私たちイッツコム
はこれからも「安心と快適さ」を最優先に事業を展開し、持続的な「つながる未来」
を創造してまいります。



OUR TECHNOLOGY
私たちの技術

私たちが大切にしたいこと

テクノロジーをつなげて
新しい価値を創造

期待を超える
感動を

地域とともに

技術革新と
事業の進化

東急グループの
一員として

社会インフラを
担う

責任と使命

お客さまと
ともに

BUSINESS
イッツコムの事業

私たちの事業の基盤である情報通信インフラ

サービスエリア内に自社の光ファイバー網
を敷設し、安定した通信サービスを提供す
るとともに、更なる高度化・大容量化に対応
するネットワークを構築しています。また、
グローバルなコンテンツプロバイダと直接
接続するとともに、お客さまに近いサー
バーにデータを一時保存(キャッシュ)する
ことで高速通信を実現しています。あわせ
て、複数の上位回線と接続することで冗長
性を確保し、高速かつ安定した通信イン
フラを提供しています。

スマートホームと生活サービスを組みあわせた
スマートライフの実現を目指し技術革新を進め
ているほか、案内表示のみならず空間演出として
の機能も有する最先端のデジタルサイネージを
手掛けるなど、お客さまのくらしをより快適で豊
かなものにするために取り組んでいます。また、
地域の課題解決のためにローカル５Gなどを
活用した地域DX、MaaSと組み合わせたスマー
トシティの取り組みなど、新たな価値の創造に挑
戦し続けています。

通信環境を提供する社会インフラを担う責任を果たし、お
客さまがいつでも安心安全にご利用いただけるサービスを
提供します。

社会インフラを担う責任と使命

東急グループの一員として
東急グループ企業として、グループ各社のアセットを活用
し、東急線沿線の街の創造に貢献します。

お客さまひとりひとりのニーズに寄り添い、新たな価値の創
造を目指します。

お客さまとともに

人と街をつなぐ存在として、地域のみなさまとともに、豊か
な地域コミュニティの共創を目指します。

地域とともに

技術革新と事業の進化
最新のテクノロジーを追求し、常に先進的な取り組みを行
うことで事業を進化させることに挑戦し続けます。

便利さだけでなく、喜びや驚きをプラスした“感動体験”を
お届けします。

期待を超える感動を

私たちイッツコムは、情報通信インフラを基盤としたサービスを提供しています。
私たちがお届けしたいのは、インフラの上に創造するお客さまのくらしの幸せです。

BUSINESS FIELD
イッツコムの事業領域

３つのサービス領域
サービス領域を横断的に連携しながら事業を展開し、お客さまのニーズにお応えする商品・サービスをお届けしています

生活サービス

企業・行政などの
課題に応じたソリューションを
ワンストップで提供しています。

地域に密着した情報発信や
イベントなどを通じて、
地域とつながるメディア活動を
展開しています。

ビジネスソリューション 地域メディア

お客さまの日々のくらしを
安心・安全で快適にするための
サービスを提供しています。





デジタルサイネージ

オフィスや店舗、商業施設やパブリッ
クスペースなど、安定した高速通信
のWi-Fiソリューションを、導入から
運用・保守までワンストップで提供し
ています。渋谷駅周辺をはじめとする
公共エリアWi-Fiにも技術提供して
おり、インバウンド需要の増加にも
対応しています。

Wi-Fi（公共エリアWi-Fiなど）

スマートロック･施設予約システム

自社の光ファイバー網をベースに、固
定IPアドレスもご利用いただける法
人向け高速通信サービスを提供して
います。自社の光ファイバーと東急線
の鉄道に敷いた光ファイバー網に
よる高品質な接続サービスも提供し
ており、鉄道各社および他社光ファ
イバー網との相互接続で、企業、
自治体、学校などの多様なニーズに
ワンストップで対応します。

インターネット接続（光ファイバー賃貸など）

ビジネスデジタルツールシステム

横浜市、川崎市、渋谷区、世田谷
区、大田区で地域BWA（地域広帯
域移動無線アクセス）の免許を取得
しており、災害時の通信手段として
免許取得エリアの全避難所にモバイ
ルルーターを整備するなど、行政と連
携し地域公共サービスの向上に取り
組んでいます。

地域BWA

スマートシティ

テレビ番組制作はもちろん、CM、
商品紹介、会社プロモーション、
YouTube動画など様々な動画・映像
の制作を行うほか、スタジオや中継
車レンタルも行っており、テレビ生中
継からインターネットライブ配信まで
広く対応しています。また、イベントの
企画などを含めたプロモーションなど
にも対応しています。

動画制作・配信／広告・プロモーション

大型イベント（スポーツ・ライブ）運営支援

クライアントの課題をコンサルティン
グを通じて掘り下げ、ソリューション
や技術を提供します。自社サービス
のほか、東急グループ各社および
パートナー企業のサービス含め、クラ
イアントの要望に応じた最適なサー
ビスを提案しています。

企業・行政向けコンサルティング

商業施設、公共空間、駅構内・電車
内などに、空間演出や情報発信、販
売促進など、用途に対応したデジタ
ルサイネージサービスを提供していま
す。導入時のコンサルティングから、
ビジョンおよび配信機材の導入、コ
ンテンツ制作、配信運用、保守管理
まで一貫した体制で対応しています。

シェアオフィスやトランクルーム、民
泊などのレンタルスペースに、スマー
トロックとカメラやセンサーなどス
マートデバイスを連携管理するシス
テム「Connected Portal」を提供
しているほか、フードコートの座
席予約などで、L INEと連携した
決済機能付き施設予約システム
「Connected Space Share」を提
供しています。

WEB会議システムの「Zoom」、クラ
ウドストレージの「box」、名刺管理
ツール「ホットプロファイル」など、働
き方改革と情報セキュリティを両立さ
せるワークスタイルを実現するための
デジタルツールを提供しています。

一般社団法人コンパクトスマートシ
ティプラットフォーム協議会の一員と
して、会員企業同士で連携し、スマー
トシティ化を目指す自治体に向け、デ
ジタルサービスを提供するほか、東
急グループ各社と連携して、MaaS
の取り組みに技術提供するなど、ス
マートシティソリューションの開発・提
供を行っています。

JリーグやBリーグなどのプロスポーツ
チームや音楽フェスなどの大型イベ
ント開催時、飲食・グッズ売店や運営
本部に必要となる通信環境(固定
回線・Wi-Fi)を整備しモバイル決済
の増加などに対応するほか、会場
の案内や販促に使うデジタルサイ
ネージの設営・コンテンツ制作など
を提供しています。

BUSINESS SOLUTIONS 
ビジネスソリューション



MEDIA 
地域情報発信

災害時には、イッツコムチャンネルや
テレビ・プッシュなどの媒体を通して、
行政と連携し、地域に密着した災害
情報の発信を行う体制を構築してい
ます。河川や道路の定点ライブカメ
ラの映像なども活用して情報を発信
し、地域の防災に取り組んでいます。

狭域防災情報

JリーグやBリーグなどのプロスポー
ツにオフィシャルパートナーとして
協力するほか、少年野球など、地域
のスポーツを応援し、スポーツを通し
た地域活性化を推進しています。

イッツコムチャンネルでは、地域メ
ディアとして、取材力や情報収集力
を活かし、地域情報を発信している
ほか、行政や警察などと連携した情
報をデータ放送などでも配信してい
ます。また、イッツコムが運営するコ
ミュニティF M『 F Mサルース』
（84.1MHZ）でも、地域密着の情報
を発信しています。

地域企業、行政、東急グループ各
社、地域スポーツチームなどと連携
し、地域に賑わいをもたらすイベント
の企画・運営をしています。全国各地
のケーブルテレビ局とのつながりを
活かした地域振興のイベントも開催
しています。

地域メディア

イッツコム サービスエリアおよび
東急グループのケーブルテレビ会社

品川区

東伊豆町

熱 海 市

湯河原町

伊 東 市

伊豆急ケーブルネットワーク

イッツコムの
サービスエリア

ケーブルテレビ品川



イッツコムの提供する高速インターネット環境によ
り、リモートワークやオンライン学習が普及するこ
とで、働き方や学び方の柔軟性を高めます。また、
家族とのビデオ通話やエンターテインメントの充実
などプライベートの時間もより豊かになり、心身の
健康維持にもつながり、ワークライフバランスの
向上を支援します。

リモートワークやエンターテインメントの通信環境を提供
生活インフラ事業者として、万が一に備えた体制を
備えるほか、災害時にはイッツコムチャンネルにて
行政と連携した情報などを放送しています。また、
災害時に同時被災の可能性が低い遠隔地の企業と
事業継続および円滑な復旧のための相互協力協定
を締結しています。これらが評価され、事業継続・社会
貢献においてレジリエンス認証＊を取得しています。

地域の生活インフラ事業者として

＊内閣官房国土強靭化推進室が推奨する認証制度。レジリエンス（企業が事業を継続・復旧
する力）の向上に積極的に取り組んでいる団体を認証。

BC（事業継続）の取り組みワークライフバランスを支える

地域の小中学生を対象に職場体験、出張授業など
を実施し、次世代に学びの機会を提供しています。
また、地域のプロスポーツチームのパートナーとし
て、観戦招待や体験イベントなどを通して、子ども
たちの健やかな成長を支援しています。

職場体験などで学びの機会を

行政や自治会とともに地域の子どもたちに

行政や自治会の方々とともに地域の防犯防災活動
に取り組むとともに、地域交流を促進するイベント
に積極的に関わるなど、安全で豊かな街づくりを
推進しています。地域社会の持続的な発展を目指
し、地域課題を解決するためにデジタルソリュー
ションを活用した地域DXにも取り組んでいます。

安全で豊かな街づくりを推進

軽度の知的障がいのある社員による「スマイル
チーム」が活躍しています。障害の有無にかかわら
ず、それぞれの能力を活かせる職場環境を整備し
ています。また、育児と仕事を両立しやすい制度を
整え、性別を問わない育休取得を推進するなど、心
身の健康維持向上と働きやすい職場づくりにより
健康経営優良法人＊に認定されています。

多様性を尊重しともに成長する社会へ

ダイバーシティ＆インクルージョン

＊国連が、SDGsを達成するために世界の報道機関とエンターテインメント企業に参画を
呼びかけ、メディアの力を活用することを促進する目的で設立

＊従業員の健康増進や働きやすい職場づくりに積極的に取り組む企業を、経済産業省と日本
健康会議が認定する制度

SUSTAINABLE
持続可能な社会を目指して

イッツコムは、国連がSDGsの取り組みの一環とし
て創設した『SDGメディア・コンパクト』＊に加盟し
ています。地域メディア企業として、地域のSDGs
の取り組みを取材・放送するほか、東急グループ
企業として、サステナブルな街づくりに貢献し、
SDGsの認知向上や具体的な取り組みへの参画を
呼びかけています。

SDGs活動を発信するメディアとして

行政をはじめ関連企業や団体と防災に関する協
定を締結し、災害時の連携体制を構築していま
す。また、スマートライフ、スマートシティの実現
に向け、事業提携や協議会での取り組みなどを
推進し、パートナーシップで持続可能な社会を目
指します。

行政や多様なパートナー企業と連携

パートナーシップSDGメディアコンパクト

豊かで安心なくらしのために

誰もが活躍できる社会を目指して

社会課題解決に貢献するために

地域コミュニティの共創を目指して



＊FTTH（Fiber To The Home）：加入者宅まで光ファイバーを直接敷設する通信方式。高速かつ大容量のデータ通信が可能

HISTORY
イッツコムの沿革

1970年7月 東京急行電鉄株式会社（現 東急株式会社）が川崎市北部
における有線放送の設備の設置および業務開始届提出

1972年10月 東急江田ビレッジにてケーブルテレビの実験

1986年9月 株式会社東急ケーブルテレビジョンへ社名変更

1998年4月 通信事業（ケーブルインターネットサービス）開始　

1983年3月 東急有線テレビ株式会社設立

1987年10月 都市型ケーブルテレビとして開局
放送事業（多チャンネルサービス）開始

2001年8月イッツ・コミュニケーションズ株式会社へ社名変更

2006年5月横浜コミュニティ放送株式会社を子会社化

2007年4月プライマリ電話サービス（ケーブルプラス電話）開始

2008年10月携帯電話販売事業（auショップ）開始

2015年1月防災ソリューション（イッツコム テレビ・プッシュ）開始

2015年2月スマートホームサービス開始

2015年11月
スマートライフ事業に関する新会社

（Connected Design株式会社）を設立

2017年4月 FTTH＊化工事着工

2017年5月 自社光ファイバー回線のインターネット
サービス（イッツコムひかり）開始

2018年2月 MVNOサービス（イッツコム スマホ）開始

2019年3月 FTTH化工事完了

2021年7月 東京証券取引所のリング型サイネージに技術提供

2023年4月 Connected Design株式会社を吸収合併

2024年12月 ライフエレメンツ株式会社（ソニーネットワークコミュニケーションズのグループ会社）に資本参加

2024年4月 株式会社伊豆急ケーブルネットワークを子会社化






